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7)小 川辰次:結 核菌の定量 培 養 法に就て、(其 の

2)、 動物臓器よりの培養。結核♪24(昭 和24)

19～2401

糞 便 内 結 核 菌 屯の 培 養 に つ い て 、

結棲予防会結核研究所(所長 隈部英雄)..

工 藤 砧 是
睾

緒 言

、糞便に排出される結核菌を検出 しようとする試は古 く

からあるが 、単純塗抹標本では成績不確実で.特 に他の

抗酸性雑菌との鑑別が困難である◎更に集菌法を行えぽ

検出率は向上するが鑑別の点では同様であり.熟 練 しな

ければ成績が変動 しやすい欠点がある。従つて培養によ

るのが望ましいのであるが、糞便は喀屡その他の材料に

比すれば 、雑菌の汚染度が遙かに高 く、加えて、消化液

や他の雑菌の影響により、結核菌自体の生活力も低下 し

てると考えられるので、この様な状態の結核菌を分離培

い養するζとは、相当困難な手技に属するoPeもro仔りが

最初に喀屡菌陽性者32例 中19例 の糞便内菌陽性者を

得たが、その後鶏卵培地に硫酸やアンチフォルミンを用

いる様になつてもなお成績は余 り良好でなく、多 くの研

究者は不成功、 乃至は否定的であつた。 その後本邦に

於て、 小 川 氏2>、 尾高氏3)及 びその変法 嚇)s》が現わ

れ、総体的にその価値が認められて来たが、現在、良法

と考えられ本邦にて比較的広く用いられているこれ らの

方法も、菌の陽性率及び雑菌発生率の.ヒから決 して、満

足すぺきものとは言い難 く、また操作 も煩雑と思われる

ものが多い。更にこれらの方法では、菌の消長を定量的

に観察するには甚だ不便である。排出される菌を定量的

に追求することは、喀湊 とφ相関に於いて腸病変の推定

や、化学療法の効果判定に薄する一助 ともなる故、出来

得れば定量的な操作が望ましい。戴に於いて近時、小川

氏の唱えるアルカリ処置による流注培養法7)8)が 、喀湊

内結核菌の定量培養に際 して好結果を与えているのに鑑

み・糞便の培養にも、かLる 考案を導入すべ くその前処

置剤を分析的に検討 し、これ より一案を得たが、従来の

方法に比較 した結果、所期の目的に対 して相当満足すべ

き成績を得たので、敢えて発表 し諸賢の御批判と御追試

を仰ぐ次第である。

実 験

定量的であること、及び操作の簡便 なることを期 した

ので、.浮游法や吸着法は不適当で、結局均質化 して流入

せ しめる方法を撰んだが、雑菌の発育を最低限度に止め

且つ結核菌の障碍を小ならしめるよう、從来の色素消毒

、剤を用いる方法に梢 ζ工夫 を加え、且つ均質化の点で優

れているアルカリを用いこれに適合 した3%第 一一燐 酸加

里培地8)を 用いることに した。この培地は吾々の処で喀

屡を4%苛 性ソーダ液で処置 して、 その0・1qc.を 流入

する定量培 養 法に使用 しているものである。 内容は第

1表 の通 りである。この場合特に考慮すべきは、白金耳

で塗抹する場合と異 り、前処置剤に混和 された愚のを、

そのま玉流入することになるので、前処置剤が多量に長

・いこと培勉面に存在する故、雑菌発生は少 くなるであろ
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うが、結核菌に対する影響 も亦大であると考えねぱなら

な、}ので、次の実験を行つた。

第1表

3%第 一 燐酸加里培地組成(小川氏)

基 礎液

昧の紫1・Ogr

第一燐酸加里3。Ogr

蒸溜水100。Occ

=ツ ボ釜にて20分 溶解滅菌

基礎液100・0¢ ¢

全 卵200・Oc¢

2%マ ラカイト緑液6・Occ

グ リセリン6。0¢ ¢'

中試験管に5～7cc宛 分住

90。C1時 間1回 滅菌並に斜面に凝固

le前 処置剤の槍討

イ・アクリフラビン水溶液及び苛性 ソーダ液の結核菌浮

游液に対する影響

実
番

色素消毒剤としてはアクリフラビソ(ト リパフラビソ・

イスラビソ、パンセプチソ、ホモフラビン、フラビニン)

を用いた。これ と苛性 ソーダ液との組合せについて、主

として繊査 した。

笑験方法;一 人型結核菌青山B株 グリセリン馬鈴薯培地

3週 間培養手振 り磨砕10mg〆c.es蒸 溜 水浮游液を調製 し

これを更に蒸溜水で第一一次は1・04倍 に第二次は103倍

に稀釈 した ものを更に0・1%ア ク リフラビγ水溶液、4

%苛 性 ソ■・・■bPt"水溶液,0・1%ア ク リフラビン油に一穀階前

の稀釈で30分 混和放置 したものを更 に4%苛 性 ソーダ

液で、各10倍 となるよう混和 して10分30分60分 と

室温に放置 して、これを前記3%等 一一燐酸加里培地各4

本 宛へ0・1ce宛 流入、斜面を水平にしb一 風夜37。qに

放置し、後パラフィンで封じ、立てX培 養 し5週 目に発

育 した集落数を数え之 を平均 した。なおこれに対照 とし

て、蒸溜水のみで同濃度に稀釈したものを比較 した。第

一次ではこの外、5%硫 酸水で同様処置 し岡片倉培地に

流入 したものを加えた。

穆

第2表 前処置剤の検討 其の1(結 核菌の発育に対する影響)

験
暑

1

五

使 用
培 地

賜
第

一燐
酸
加
里
培
地

稀 釈
倍1数

1(》δ

駆 処理時間 10分 30分 60分

蒸 溜 水
}28・5i

0ユ%ア ク リ フラ ビ ン液 3・816・2δ

,1・ ・25

4%苛 性 ソータφ液
1・8・812・ ・8レ ・6・5

0。1%ア ク リフ ラ ビ ン8%

苛 性 ソーダ 等量 混 和液一〇rt

%ア ク リ7ラ ビ ン液 処 置 後4%
苛 性 ソー ダ液

い ・βP州 ・2・25

い 呵7・2・ii・ ・s

岡片創 ・・516%硫 酸 水 μ ・

砺
笙

燐
酸
加
里
培
地

104

蒸 溜 水 6・・149・148・

0ユ%ア ク リ フラ ビ ン液 285い8・12・ ・

4%苛 性 ソータゆ液 33・i23・12・ ・

0ユ%ア クリフラビン%

苛性 ソーダ等量混和液
225i・ 州9・

0ユ%ア ク リフラビン液処置後4%

苛 性 ソーダ液
235い45い5

成績並に考察;一 結果は第2表 に示す如 くである。表に

見られるように、何れにしても蒸溜水のみの対照に比較

すると、前処置を行つた場合の集落発生数が少ないこと

は否めない◎そして、一般に前処置剤を混和放置する時

間の経過 と共に・集落数の減少する傾向がみられる◎然

しそれ よりも前処置の方法による差の方が大きい。この

ことは前述の如 く前処置剤が長く培地面に存 し、菌を障

碍する因子の方が混和接触せ しめることよりも大である

ことを示している◎またこの うちで、5%硫 酸水前処置、

岡片倉培地流入の場合が特に不艮で、4%苛 性ソーダ液

を用いたものが比較的集落数が多い。

口、苛性 ソーダ水溶液の患者糞便内雑菌阻止力。

イ)の 所見より、苛性 ソーダのみなれば、菌の障碍が

比較的少ないので、更 に患者材料(糞 便)に より、その

雑菌発育阻止状態を中心に、濃度と漉入時間との関係に

於いて槍討 した。

___21___
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実験方法;こ 肺兼腸結捜症患者糞便小指頭大を遠心沈

澱管に採 り、その重量 を測 り、これの10倍 となるよう

に、2%・4%、8%の 苛性ソ師ダ溶液を加え更にイ)

の実験の0・1%ア クリフラビン8%苛 性ソーめk溶 液等

量混和液で同様処置したものを加えて・10分 ・30分 ・

60分 と室温に放置、後ガーゼ2枚 で濾過 し・ その濾液

0.1ccを3%第 一 燐酸加里培地へ流入培養 した。

第3表 箭処置剤の検討 其の2(NaOH水 昌 ヨル雑菌阻止作用)

患者名
鳶 ＼ 馴

靖 σ 青 ○ ○ 内 ○ 田

＼墾 液 苛 性 ソー ダ アク リフ 苛 性 ソーダ
_一 ㎞

ア タ リフ

　

苛極 ソー列 アクリフ
_闘」_一 一楓一副 需

苛 性 ソー ダ ・・ア 烈
フ フ ヒi

処繹
間＼ 2%14%i8%

ラ ビ ン苛

性 ソーダ 2%國8%
ラビ ン苛

性 ソーダ 2%國8%
ラ ビ ン苛

性 ソー ダ 2% 4%i8%騨 箋

×

ヨ

×
iO

○ ○ ○
炉

X O ○ X X X

10
X X ○ ○ ○ ○ × X X × X X

分
X

X

○}○

× …xi

O

O

○

○

○

○

X

×

X

O

o

X

X

X

×

×1

0
7X ,

X × ○ ○ ○ O ○ ○ × X O O
垂×
{× ○ 0

30
○ X ○ ○ ○ ○ ○ ○ × X ℃ ○

i亀
XiO ○ ○

分 ○. × ○ ○ つ ○ ○ O X X O X
き

×ix
i

○ ○

X ○ ○ ○ ○ ○ .○ ○ × × ○ ○ ×IX ○ 0、

× × ○ ○ ○ ○ × ○ ○
「

X × ○
60

× × ○ O ○ 0 X X O X X ○

分 様 ○
○

○

○

○

010
○ ○

○

×

X

×

○

0

×
曝

×

×

×

X

×

○
り

'

一 ◎

Ut:Lア ク リフ ラ ビ ン苛 性 ソーダ;0・1%ア ク リ フラ ビ ン液8%苛 性 ソー ダ液 等 量 濾 μ.

2・ ○ 雑菌 発 生 な し

3・ ×雑 菌発 生 す

成績並に考察;一 第3表 に示すように2%、4%荷 性

ソーダ液ではi雑菌の発生は非常に多く、唯8%苛 性 ソー

ダ液30分 以上であると可成良いが、8%で は3%ag-・

燐酸加里培地には不適当である。よつて、苛性 ソーダ液
噛単独では使用ずることが塒来ない

◎この場合、アクリフ

ラビン液を併用したものの成績は略満足出来る。更にこ

の表に見られることは、材料の選び方により、結果に甚

しく変動のあることである銑即ち雑菌阻止力の弱いもの

を用いて も、全く雑菌の発生をみないのもあり、亦相当.

強 くとも阻止 し得ない場合 もある◇ 善

IL培 養法の考案

以上あ結果より、次のような方法に到達 した。

糞便の採取 ∫一・一旦便器に排鋼 した ものより滅菌シヤ

ーレ又は他の容器に適当量採取、この場合有形便なれぼ

可及的糞便桂の中間を採るのが望ましい(後述)。

糞便最の計測;一 遠心沈澱管の軍壁を予め計りこれを

滅菌杉箸または硝子棒で・下痴便なれば滅菌匙で・小指

頭大または大豆大の糞便塊を採 り、更に計量 し・糞便の

重量を知る◎

方法1;-1。)こ の遠心沈澱管へ、0。1%ア ク リフラ

ビン液 と8%苛 性 ソーダ液の等量混和液(こ の液は、そ

,の都度混和 した方がよい。)を 、糞便の10倍 となる様 メ

スピペ ツトで 注加・騨子棒 その他で 十分麗搾混和 し、

2)・ 滅菌ガーゼ2枚 で濾過(小 さな漏斗を用いるか、ガ

ーゼの小片を2枚 とし、直接試験管口を覆い
、中心を少

し押 し込みそのまΣ使用して もよい。)食物残渣を除き、

濾液は室温30分 放置3)、 濾液を1・Oecメxピ ペ ツト

で0・1c¢宛3%第 一一鱗酸加里培地へ流入、斜面を均等に

潤 し・37◎C艀 竈内で1～2日 斜面を水平に寝かして菌を

沈着、灘燥せ しめて後パラフイソで封 じ立てx37。Cに
冶 湘

培養する。

方法 皿;-1)・ 糞便の入つた遠心沈澱管へ 糞便量の

大凡5乃 至10倍 の0・1%ア ク リフラビン液を注加、十

分撹搾混和振盈、一分聞 .2500回 転 で20分 遠心沈澱
2)上 湾が完全に透明であることを確めて、(濁つていれ

ば遠心不十分)傾 斜して、棄て、沈淡に前に測つた糞便

重量の10倍 となるよ う4%苛 性 ソ帥ダ液を1・Oooの メ

スピペ ツトで注加、振擬混和3)前 法同様ガーゼ濾過、

_22___
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直に流入培養する。以下同じ。

判定;-5乃 至6週 間で行 う◎喀渓の場合よりも集落

発生が稽遅れる。数本の培地の集落数を算えて平均をと

り、排出菌の多寡を決定する。本法による結核菌集落は

強い黄色調をとる。.`、
び

糞便内の結捜菌を繊出さえナればよい場合;一 以上の

操作は厳密に言えば、定量法 とは言えぬかもしれぬが・

細菌学的に菌の消長を樵するには・従来の方法に比 して

都合が良い。なお特に排出菌量を問題にしないならば・

糞塊φ重量は測る必要がなく、亦加える前処置剤の量 も

適当で良い◎(5乃 至10倍 位)、 亦ガーゼ濾過を省略し

て も雑菌発生率には差がないが食物残液等の為に、ピペ

ツトで吸い難いことと、培地面を汚 し、判定の邪魔にな

ることもある◎このよ5に 定量的 ということを離れて も

操作簡便で從来の方法に比ぺれば、より良好な成績をあ

げ得る。

斑・本法と他の方法の比較楡討

実験方法;一 本法による患者糞便の培養は既に400回

以上 も行ρているのであるが、蝕には特に従来の方法と

比較する意昧で、本法1・9・ と小川氏変法、尾高氏変

法 とを周一材料で同時に検査し得たもののみを挙げた。

総数73例 であるが、この対象は任意に取 り喀褻中結核

第4表 在来の方法及び喀疾の培養 との比較

材
料

番
暑

糞
照

喀 一湊
小川氏変 法

…

尾高氏変法 定 量

鰍 劇 集瀦 鰹 数擁 菌 縣 数擁 菌 集醐
・7卜 ・・5い ・ い5{・1313iδ{ 1

便

定 量 法 一五

呵2
18 ・・9い2・jl司 ・ レ ・131・ ・75i・ い9}・

19 ・叫 副 い231・1・ ・251・ い6i・128bl・

24 ・伊17・17・1・li・ ・1 ・i刺22851・

25 ・伊 い8い51ql・1・i・9・3i・147列
、 ・

26 ・・弓 冊1馴 ・i・ ・31 ・ 匝 δi・P43「 ・

28 ・・刈 ・1・141・131 ・i・1・ ・25i・

3・ い 叫 ・11・!・1・}・}・1・1・ 沿 「 ・

3…5i・ α1矧3い 列2い3'i312・9・5「 τ

32

g
l・5{惜 い4・ い15・ ・ 「 ・1判 ・1225!・

33 ・吋7・1・8141・1 ・1刷 ・{糾 ・

34 ・・目3・ ・i州41i・ ・25}2
副 ・}瑚 ・

・bi{3・ ・ ・・6{・i・{・1 ・1・12 0

36
叫 ・1・1・{・t

・1・1・}・i・

38 ・・尋71・1・12 ・-i・ ・31・fα251・

39 105175舞 冊1 2i・ ・sl・ い2}・193・3}・

翌 ・吋5・1帯} ・fα25i・ い3-3い3・{・

43 ・伽い 列 州 21・1・ 」 ・i4卜S}・

47 1・5い ひ1・14}り1・;3}・151・

49 ・・sい ・1 ・i416{・ いS3{ ・ 【227i・

50 ・・bl6・1 0

.

4い/・?「 ・7・}・ い961・
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5・ 」 ・pai6・ ・1

521・ ・二;・i

53

54

1・ ・51z6

56

i州

f1

・1nsl

・1
-

116

0

い 叫3・ ・1・57i

・1糾

・1

・i刺

1・ 明2・1明
57

61

1・ ・2}2・ ・1・ ・3

・li471

2

1

・1・2・81

1

・L皇

剛 ・
・i2・51

0

0

・い4i

・1

62

い ・・17・112・31

63

1・e4151

1・pa

i・81

2

0 0

64

65

い ・・

0

1

t剣 ・14

2

・31

　 のり　 　

o
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1

0

副
1
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9

い叫 酬 判 0

0

0
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"
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α251・ 0 0

2・・31・ い6レ ・

ll・・3
・1

li騰
3

i側
1

0
β 1

ll珊
2

・1劇 0

4 ・い61 、
噌
⊥

■

蝕;恥 集落数は喀痙が.4週 目糞便は5週 目に発育 した も9、 李均であつて・十は約150ヶ の集落を示す。
2・ 雑菌は培地4本 中の雑菌発生本数 .

51

第5表 培養成績の総括

培 養 方 法1小 川氏変測 尾献 変測 定鰍 ・陣 鰭 皿
実 験 総 数1 73 { 73 1 73一 { 73

喀癖 繊 菌 馳 剃 訪 レ 訪 1 訪 1
糞

便

内

結

核

。
菌

及

雑

菌

汚

染

35一
購 繊醐翻掛 74β% 1 51・4% t 94・3%

「 ・…7%

馴65晦
24ケ914。15ケ
申

'
ρ

1816。8ケ算定可能な りし

例の集落個数 鞠1(2a6ケ) (2・7ケ)(3歌7ケ) (64・8ケ)

算定不能な りし 儀)132
1225 37

例の集落量 鞠 「 ㈹
5δ

75・3%

1 (1・2)
ξ

。(2・5) 1 (3・7)

生
例
雑
菌
発

雀編 発生『劉 {
37

δ0・6% {
蛭難奄塔『劉

29

39・7%

10

13・7%

鴫il
14

19・1%

1
13

17・9% 1
4

5・5%
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菌培養性のものも含まれている◎よって、そのうち、喀

・痩の培肇及び糞便培養法の何れかの万法で・結核菌陽性

であった例のみを第四表に掲げた。この うち小川氏変法

は、16%ア ンチフオル ミソ0・1ア クリフラビン等量混和

液を糞便の5倍 に加え、混和、ガーゼ濾過t濾 液の2倍

に4%硫 酸水(原 法は1%)を 加 え、30分 室温放置後

3000回 転20分 遠心沈澱 し、その沈渣を2白 金耳宛岡片

第i

s

倉培地(原 法鈴木氏培地)へ 塗抹培養 した もので・尾高

氏変法は糞便の10倍 に生理的食塩水を加え混和i更 に

等量の10%硫 酸水を加え振盈30分 間37。Cに 放置 し、

これに石油ペソヂン2d¢ を加え3分 間振盛後y30分 遠

心、ペソヂン層をピペ ットで捨て、界面の白眉を2白 金

耳(原 法はピペ ットで)宛 岡片倉培地へ塗抹培養、1屈

夜艀卵器に放置後封蝋 した。

集落の肉眼的に認められる迄の期間

露;謹 、
小 川 氏
変 法

尾 高 異
変 法

定:量 法
1

定:量 法
皿

1週

0

0

0

0

皿 週

0

0

1

%3

2

5・4%

皿 週

2

%

1

0
◎
4

4

%
、
23

6

%

1
004

0

%

2

4響0

N週 V週

2

%

の
召
n◎8

3

%

2

9
μ
9

班 週

1

%

-

ベ
ソ6

8

%

0泊
鯉◎8

0

%

3

噌⊥8

4

%

9
烈
69

4

%

1

0
窮
8

4

%

1
048

2

%

3
79

2
%
3
78

33
100%

37
104/

皿 週

25
100%

17

.LUVpO

33
100%

37

100%

誰;%は 陽性例に対する百分率

成績;一 策4表 に個々の例を示 しsこ の結果を一括 し

て第5表 に示 した。,

イ 、陽性率;一 実験総数に対する各方法の 結核菌陽性

率は定量法∬が最 も良 く、51%、 定量法 一1が これに次

ぎ45%・ 小川斥変法36%・ 尾 高氏変法25%の 順序とな

る。これを更に7喀 痩培養陽性数即ち開放患者に対する

比率としてみれば、定量法∬が105%、 定量法1が94%、

小川氏変法74pa,尾 高氏変法5L4%と なる。

ロ、集落の発生数;一 集落発生数はこの場合、定量的比

第7衷 排出糞便の部位に由る結核菌:量の差異

較が出来ぬわけであるが、本実験方法では、本法が遙か

に優れている◎

ハ、集落検出迄の期間;一 策7表 に余す如く陽性例のみ

についてt比 較すると肉眼的に検出可能 となるまでの時

間 もi本 法に於いては、人なる差とは言えないが、梢 ζ

早いのではないかと考えられる。

へ 雑菌発生率;一 つの検査に4本 の培地を用いたので

あるが、この5ち3本 以上に雑菌が発生し、定量的判定

に障碍を与える程度のものは定量法 虹 が5%の 低率を

(定量法一1)

＼ ＼

＼
糞
便＼ ＼
部
位

患者名

糞便
性状猟＼

＼
・＼

最後に 出アこもの
(最 上 部)

中 間'部
外 層

中 間 部
内 層

最 初 に出 たもの
(最 下 部)

正常黄褐 有形便

(14)16
.11。18.11

(244)125
。300。250.300

(162)2
30。160。138.119

(18)
9.12.22.27

精 ζ歎黒褐 有形便

0000

(0・25)
0100

、

000Q

SSOO

軟便純黄 有形便

(41)
44.47.32.S

(37)
35.28。44.42

(28)2
3.24。'19.47

(11)S
.7、15.10

註;1)観 察は四週間後の集落に由る'

2)カ ツコ内4本 の噸 数

3)Sは 雑菌 に よ る汚 染 ・

___2b_
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示 し尾高兵法が14%・ 定量法 一1が18%
、小川兵法が

40%で あった。以上種 嵐の点より判断して
、本考案はi

従来の方法に比 して優れた多 くの点を有すると考えられ

る。更に本法は操作が簡単でt不 熟練:なものでも結果に

差がない。殊に一1法は成績 としては 豆法よの劣るが、

遠心器を使用しないで済む。

璽V・本法による._..、三の実験

イ、群出糞便の部位による結核菌量の差

実験方法;一 排出せられた患者糞便柱(こ の目的より有

形便を用いた)疹 ・最初に鉾出せられた部分t申 聞部り

外側 と内側、最後の部分の4ヶ 所より採取 した材料につ

いて7定 量法1に より培養 した。

成績;一 一7に 示す如 くt糞 柱の場所により多少の差

がある。大体、中間部の内側を採れば理想的であろう。

口、屍腸管内の結核菌分布

実験方法;一 当研究所病理研究部の好意によ り、死後数

時間の屍体より・開腹直後該部をアルコールで士分に消

毒切開 し、出来るだけ無菌的に腸管内容を採取 し、定量法

一皿で培養 した◇採取部分は、空腸起始部、回腸申聞部
も

盲腸部・横行結腸部の4ヶ 所より採取 した◎なお、該部

に於ける病変は主として潰瘍の大きさと程度により、記

載 した◎

第8裏 肺或いは腸結核症屍の腸管内容の部位に由る差異(定 量法一皿)

奨 空腸起欄 欄 縮 腸部横行紬(無)醸(死 前).
武 名國 集酬 離 離園 葉蘭腋 瞬 教練 集酬 細 葉離

■ ■ 團2国3田 ・・鎗州5望 洲

備 考

■■■國4岡 … 匪
　 幽幽

馴+1
_
i

■■ 囲4H
1

H91H・

}
細葉性乾酪集多数:
淋巴腺腫張多数

H
暉■ 囲 刺 一い ト擁 ■

口 1
右窒洞粟粒結核腎
結核

国
■ ■■團31+

一 国 α5卜

■ ■i男 い ト

ー 圖 α51一

・4H2卜

122ト114卜

幻 捌2・3睡

αδト}22・ ト

1一

ト

9・ 侮

gl一

i塗抹㍑剃藁鎚 羅綾豪

男いH・H・H・H

一 圃 ・　誓い・2圃 糊 囲 糊」升

酬+横 隔 購 乾酪

剛 州 醐 大空洞
b・・剛2・ ・f表側空洞乾酪性肺

翻 が 陣 織 腎鍼

囲 ・騰 殿 苓干粟粒結

■ ■1男

一1男

■ ■1女

■ ■1男

oHol願 い

・δ・口8g口3五

56目 総 擁

・1一}ol-i冊

周 囲 ・7.2醐 空洞.

、一1・H

gl

擁 ■

+い ・・+}

・}・ ・1 ・蹄 核細鱗 騨

瞬 剛 副 醐空洞

1
團 … 擁胸翻

融;1)集 落の(+)は 大凡150前 後轡 、る。 駕

2)蔽 の(+)鵬 指頭大以下の潰瘍及びそ棚 上の雄 搬 瘍で醐 面
の瀞 化 しアこもの

(釜)は 健鴬面 と潰瘍面の大きさが同等以下

(辮)は 潰瘍面が健常面と同等以上の人なるもの

.3)集 落の観察は腸内容・糞便は5澱 、・喀痩は麹 後に行つナこ。
4)碁 は東京都小児結核療養所の検:査に由る。

成績;一 策8表 のように・大体に於ヤ・て結核菌蝿 は盲

腸部に多いようであるがt必 ず しも病変の程度との平行

関係はみられない。このことは大部分が嚥下した菌であ

ることを示 している。

!㍉ 喀痩肉結整菌培養と糞便内結核菌培養との比較
実験方法;一 喀姻 ま4%の 苛性ソ畷 液で定鋤 に塔

_26__
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養 した。塗抹標本で歯数の概略を知 り、それに応 じて適 乃至5週 後の歯数を観察 した。糞便は定量法豆で同 日の

当の稀釈度数として、3%第 一燐酸加里培地に植え、4も のを培養 した もので、5乃 至6週 の観察である。

第9表 同一患者に於 のる喀婆と糞便内の排出結核菌量の比較(定 量法一皿)

腸 病 変 を 主 と す る 例

患者名
性

別

喀 冒 痩 糞 便

稀測 購 数 稀別 集澱

}男
1伊 ユ8

男101101
4

4

4

1

10コ

-

嘘↓

《U

Aり

1

1

翌

10ま

1女 …

4

5

屋

-

Aり

0

噌⊥

-
↓

△U

9

1

4

Q
V

O
β
0
〃

二度記載の ものは

時期を異にする検索

肺 病 変 を 主 と す る 例

患者名 性
理
悌

男

男

男

男

喀 疾 糞 便

稀釈陣 数蘇 蔽
・吋 刷 ・α1冊

10ポ116 101 206

105、116

10611。 δ

伊

伊

里
蕊
-

伊

伊

1

1

O

AU

n◎

璽」0β

燭
冊

ユ

噌霧

0

0

1

可
↓

A)

ー
ム

0
0
A
U

9
編
9
一

三

里
}

Aり

A
V

壕
五
壌
■

ム
V

-
ゐ

-
義
9
一

1

α

01

唾三

■■

260

冊

成績;～ 例数が未だ少いので(腸 病変を主 とナる患者は

少い)断 定は出来ぬが、第9表 に示すように、肺病変 を

主とするものと、腸病変 を主 とす るものと分 け てみる

と・肺病変を主とするもの即ち、排出菌の大部分が、塔

婆の 嚥下によると考えられるものに於いては、喀褻の

10$乃 至XO5倍 稀釈の際の集落数 と、糞便の10倍 稀釈

の場合のそれとが、略同程度であ り、腸病変即潰瘍が相当

にあ り、肺病変の比較的少いものでは、喀褻及び糞便の

何れも10倍 に稀釈したもの期 集落数が略同数乃至逆

に糞便の方が多い。このことより腸結核の診断に本法を

用いることが意味を有するのではないかと考えられる。

.総 括

従来糞便内結核菌を培養することは困難な手技である

のに鑑み、これより簡便なi確 実な方法で、その利用価

値を高め、且つ量的検索を可能ならしめる為t前 処置剤

の検討を行い次の様な__..つの考案を得た。

即ち0・1%ア ク リフラビン液(ト リパフラビン)と8%

苛性 ソーダ液の等量混和液を糞便量の10倍 に加え、混

和 し、30分 放置後、滅菌ガーゼで濾過 し、その濾液を

0・1ccメ スピペ ットで3%燐 酸加里培地に流入し、…斜面を

水平に一・底波37。C贈竈内で乾燥陵、封蝋 して培養する。

今一つの方法は、0・1%ア ク リフラビンを 適当量:加え

混和後遠心沈澱 し上澄みを捨て、これに元②糞便量の10

倍 に4%苛 性 ソーダ液を加えて、ガーゼ濾過その濾液 を

同様に培養する。

この方法は従来の方法 と比較 した結果、陽性率(喀 覆

車結核菌陽性患者の105%)集 落の発育状態、雑菌の発

生率(4本 の培地中3本 以上の雑菌の発生率5%)の 何

れの点よりみで も、甚だ優れていると考えられ る。爾こ

れ らの方法により、有形便の部位:による結核菌の量を調

べると大凡・糞便柱の中間部に多く、屍体腸管内の分布

では、盲腸部に多い。然 しこの場合は必ず しも腸病変の

程度 との関係は、認められない。これは糞便内結核菌の

大部分は他の研究者の意見と同様に嚥下されたものであ

ることを示している。然 し研 一患者について同時に喀湊

と糞便を定量的に培養 した成績では1肺 病変の多い場合

には喀:綾南結核1函が糞便内の結核菌の1000倍1から100000

倍多いが・腸の病変多 く肺病変少ない場合は、両者あ集

落数が略同数、または糞便内の ものの方が多いことを知

った。このような点から・糞便内結核菌を定量的に培養

することは臨床的にも大いに意義のあることム信ずる。

なおこの方法は定量的とい5考 を除いて も糞便培養法と

'して優れた ものであると思われる
。

終 りに臨み終始懇篤なる御指導を賜った小川辰次博士

に深 く感謝する次第である◎
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